
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈基本施策③〉誰もがアクセスできる健康増進のための基盤の整備 

 

これまでの取組みにより、企業や関係団体など、多様な主体による健康づくり活動が拡

がってきました。こうした取組みをさらに推進し、個人の健康づくりを後押しすることがで

きるよう、PHR（パーソナル・ヘルス・レコード）による自らの健康情報を入手できるインフ

ラ整備、科学的根拠に基づく健康に関する情報を入手・活用できる基盤構築や周知啓

発の強化などに取り組んでいきます。 

 

     〇 DX の推進 

     〇 ターゲットを明確にし、適切な手法を用いた周知啓発 

     〇 相談体制の充実  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[主な取組み（一部抜粋）] 

〇 健康づくりアプリの更なる活用 

〇 母子手帳アプリを活用した必要な人へのタイムリーな情報発信 

〇 育児不安の軽減を図るため、妊産婦を対象とした相談支援を実施 

〇 女性の多様な活動支援に向け、健康増進などに関する講座などを開催 

【主な指標（一部抜粋）】   

〇 健康づくりに関するデジタルツールを活用する者の増加［R4(2022)→R10(2028)］  

                        17.3%→50.2% 

〇 健康経営を推進する市内企業等の増加   ［R4(2022)→R6(2024)］ 

    1,354 事業所→2,300 事業所 

 

PHR（パーソナル・ヘルス・レコード）」とは、個人の情報を１カ所に集め、本人が自由に

アクセスでき、その情報を用いて、健康増進や生活改善に繋げていくための取組み 

自ら健康づくりに取り組むことを後押し 
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【基本目標３】 ライフコースアプローチをふまえた健康づくり 
女性の社会進出や育児と介護の両立など、多様な働き方の広まりによる社会の多様化

や人生 100 年時代が本格的に到来することをふまえ、集団・個人の特性をより重視しつ

つ健康づくりを行うことは重要です。 

健康課題や取り巻く状況は、ライフステージ毎に異なるため、これまでもそれぞれのス

テージに応じた健康づくりの取組みを進めてきました。 

加えて、現在の健康状態は、これまでの自らの生活習慣や社会環境などの影響を受け

る可能性があることや、次世代の健康にも影響を及ぼすものであることから、胎児期か

ら老齢期に至るまで人の生涯を経時的に捉えた健康づくり（ライフコースアプローチ）の

観点も取り入れ、誰一人取り残さない健康づくりの推進を図ります。 
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〈北九州市の状況〉 

〇 肥満傾向の子どもが全国に比べて多く、食生活の乱れが見られる 

〇 就労世代においても肥満者が多く増加傾向にあり、30～４０歳代の約半数が睡

眠による休養が取れていないなど、健康課題が多い  

〇 高齢者では、コロナ禍の影響（外出・受診控えなど）を大きく受け、人との交流や

社会参加の機会が減った人も増えており、フレイルや認知症のリスクが高まってい

る 

 〇 女性の心身の特徴として、女性ホルモンの分泌量の変動に伴い、様々な症状や疾

患が現れてくる。平均寿命と健康寿命の差（不健康な期間）においても、女性は、男

性より 2.93 年長い状況にある（令和元（2019）年値） 

 

これらのことから、次世代、就労世代、高齢者、女性について目標を設定し、人生の各

段階で、次のライフステージを踏まえ、健康課題の解決に向けた取組みを進めていきま

す。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ライフコースアプローチ」とは 

生涯を経時的に捉え、人生の各段階で次のライフステージをふまえた 

健康づくりを実施すること 

[主な取組み（一部抜粋）] 

〇 小学校全学年の児童を対象にフッ化物によるむし歯予防の取組み強化(No.20) 

〇 働く世代のオーラルヘルスの推進 

〇 働く世代の健康づくり 地域・職域連携の推進 

〇 後期高齢者健診の受診勧奨及び保健指導と介護予防の一体的実施 

〇 女性のヘルスケアに関する正しい知識の理解促進 

【主な指標（一部抜粋）】 ※再掲   ［R4(2022)→R10(2028)］ 

〇 未成年の飲酒をなくす   男子 1.8%、女子 2.0%→男女ともに 0% 

〇 メタボリックシンドロームの該当者及び   ［R4(2022)→R9(2027)］ 

  予備軍の減少(特定健診)              34.9%→33.5% 

  ［R4(2022)→R10(2028)］ 

〇 低栄養傾向の高齢者の減少(BMI20 以下)    21.8%→20.0% 

〇 妊娠中の飲酒をなくす          0.4%→0% 

〇 妊娠中の喫煙をなくす        2.8%→0% 

健康づくりは未来への投資 
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女

性

の

心

身

的

特

性

主

な

取

組

み

女性の健康へのライフコースアプローチ

妊産婦健診
妊娠後から産後1年以内の妊産婦

子宮頸がん検診、乳がん検診 子宮頸がんは20歳～、乳がんは40歳～

母子健康手帳
交付時の
窓口啓発 スクールカウンセラーによる心のケア

妊産婦（両親学級）・育児教室を通じた指導・相談

乳幼児家庭全戸訪問
健診後フォロー

正しい知識の普及啓発

医院・歯科医院・薬局等での啓発 イベント・出前講演での啓発

授業やゼミでの専門職による講義、実習の実施

月経異常（月経不順）

月経前症候群（PMS）

起立性調整障害

不妊症

月経困難症

子宮内膜症、
子宮筋腫

子宮頸がん、
卵巣がん、乳がん

甲状腺の病気、膠原病

うつ

更年期障害

子宮頸がん、子宮体がん、
卵巣がん、乳がん

骨粗しょう症

乳がん、子宮体がん、
大腸がん、胃がん、肺がん

尿もれ、尿失禁

女
性
ホ
ル
モ
ン(

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン)

の
分
泌
量

など

など など

子宮頸がんワクチン
小学6年～高校1年相当

骨粗しょう症検診 18歳～

個別相談による啓発

など

胎児期
マイナス1歳

小児期
0～10歳

思春期
10～20歳

性成熟期
20～45歳

更年期
45～60歳

老齢期
60歳～

子宮頸がんワクチン接種 子宮頸がん予防

若い時期からの骨盤底筋体操 尿漏れ・尿失禁の予防

妊娠中の喫煙・飲酒の防止

骨粗しょう症予防若年期の痩せの予防

低出生体重児の
減少

不健康期間の男女差
2.93年 (令和元年値)

女性 11.43年 男性 8.50年

産まれてくる
子どもの

生活習慣病予防

特定健診(メタボ健診)
40歳～74歳

後期高齢者健診
75歳～

妊娠高血圧症候群の予防
妊娠糖尿病の予防

生活習慣病予防
（高血圧症・糖尿病・脂質異常症）

若者健診
18歳～39歳の職場等の定期健診を受ける機会のない市民

乳幼児健診
４
か
月
児

７
か
月
児

１
歳

６
か
月
児

３
歳
児

児童生徒等の定期健康診断
小・中・高・大学生4歳､5歳

（年2回）
就学前

脂質異常症

閉経後の脂質異常症予防

プレコンセプションケア（妊娠前の性に関する健康教育）
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